タバコモザイクウイルスノシガイセンフカツカキコウニカンスルケンキュウ by Ouchi, Seiji










学 位 の 種 額




大 内 成 志)
おお うち せい じ
農 学 博 士
論 農 博 第 337号
昭 和 46年 11月 24日





論文 調査 委員 教 授 赤 井 重 恭 教 授 常脇恒一郎 教 授 小野寺幸之進
論 文 内 容 の 要 旨
本論文は寄主, 病原体相互反応を遺伝子相互反応のレベルで解析するための基礎的研究としてタバコモ
ザイクウイルス (TMV)′の紫外線不活化機構を研究した結果をまとめたものである｡
まず TMVの紫外線不活化速度の解析から, 不活化は単ヒット現象であって, RNAの不活化速度が







は室温照射において RNAの分解が, 凍結照射においてRNAの重合がおこることを, さらに紫外線感
受性の高い TMV-NⅠ系統では RNA分解に要する線量が低 く, 感受性の相違が核酸レベルで認められ
ることを明らかにした｡
紫外線による突然変異誘起はほとんどないが, 亜硝酸処理による効果は高く, また紫外線不活化に関与
するウラシル二量体を照射 TMV-RNAから分離できることから, 照射 RNAの不活化には二量体形成
が重要な要因であると考えている｡
ついで TMV-RNAの紫外線感受性の高い部位を明らかにするため, 外被たんぱく質離脱の程度 と
RNase耐性, 紫外線感受性との関係を明らかにし, 感受性の高い部位は粒子のほぼ中央付近にあるもの
とした｡





論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
植物の病原体による感染は寄主と病原体との密接な接触に始まるが, この両者間の親和性を分子レベル
で解明することはまだほとんど行なわれていない｡ しかし, 感染機作の遺伝学的解明の試みは将来分子生
物学研究の基礎的資料を提供しうるものと考えられる｡ 実際寄主 ･病原体間相互の遺伝学的考察は, 感染
が寄主 ･病原体問相互の情報適合によって成立することを示唆している｡












るウイルス RNAの塩基配列の解析, さらに純寄生性機構の解明- の基礎問題に関して新知見を斎らし
たものであって, 植物病理学ならびにウイルス学に貢献するところがすこぶる大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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